
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 専門学校東京工科自動車大学校世田谷校 
設置者名 学校法人小山学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数 

省令で定める

基準単位数 

配

置

困

難 

工業専門課程 

自動車整備科 

 

（2年制） 

夜 ・

通信 

40単位 

(1,344時間) 

７単位 

(160時間) 
 

1級自動車 

エンジニア科 

（4年制） 

夜 ・

通信 

78単位 

(2,892 時間) 

13単位 

(320時間) 
 

自動車整備科 

 

（2年制） 

夜 ・

通信 

36単位 

(1,172 時間) 

７単位 

(160時間) 
 

（備考）（ ）内の時間数は「学校教育法施行規則等の附則第 2条（経過措置）」に

基づき「実務経験のある教員等による授業科目の単位数」について用いる授業時間数

宇を記載している。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
HP にて授業科目一覧を公開。授業科目一覧の中で、教員の実務経験に関するチェック欄

あり。（掲載：https://car.ttc.ac.jp/school/disclosure/setagaya/） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

 

 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 専門学校東京工科自動車大学校世田谷校 
設置者名 学校法人小山学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
HP にて理事名簿を公開している。 

（掲載：https://car.ttc.ac.jp/school/board-member/#history-officer） 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・

非常勤

の別 

前職又は

現職 
任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

情報機器

メーカー

役員 

2026.5.27 

～ 

2028年度の最終定例評議員会開催日 

工学系技術支援及

び先端情報の提供 

非常勤 
株式会社

役員 

2026.5.27 

～ 

2028年度の最終定例評議員会開催日 

女性活躍促進の 

ための情報提供 

非常勤 

施設設備

管理会社

役員 

2026.5.27 

～ 

2028年度の最終定例評議員会開催日 

技術支援および先

端情報の提供 

（備考） 

「寄附行為」第６条３項に該当する学識経験者                             

なお、学外者である理事は３名 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校東京工科自動車大学校世田谷校 

設置者名 学校法人小山学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

本校では実践的かつ専門的な職業教育を実施するために、企業等との連携を通じて必

要な情報の把握・分析をおこない、教育課程（カリキュラム）の編成（授業科目の開

設や授業内容・方法の改善工夫等を含む。）に活かすことを目的に教育課程編成委員

会を設置している。 

教育課程編成委員会での議論をもとに授業計画（シラバス）を策定し、公開している。 

なお、毎年 6月末日に次年度入学者向けのシラバスを公開する。 

【時期について】第 1回 6月、第 2回 10月に実施 

 

授業計画書の公表方法 
掲載： 

https://car.ttc.ac.jp/school/disclosure/setagaya/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
本校では、科目の合否は原則的に履修判定試験のみでおこない、60％の理解度をもっ

て合格とする。履修判定試験は「筆記試験」・「実習評価」でおこなわれる。 

成績評価は履修判定試験の結果が１００点～８０点のものをＡ（合格）、７９点～７０

点のものをＢ（合格）、６９点～６０点のものをＣ（合格）、５９点以下のものをＤ（不

合格）として成績評価とする。 

なお、「履修時間表」に記載された卒業に必要な履修科目を、全て履修した場合に卒業

できる 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

履修判定試験の結果が１００点～８０点のものをＡ（合格）、７９点～７０点のものを

Ｂ（合格）、６９点～６０点のものをＣ（合格）、５９点以下のものをＤ（不合格）と

して成績評価としている。 

このＡ～Ｄの評価を、Ａ＝３点、Ｂ＝２点、Ｃ＝１点、Ｄ＝０点として、各科目の成

績を点数化し、総科目数で割り指標数値を算出している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
掲載： 

https://car.ttc.ac.jp/school/disclosure/setagaya/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本校では各科ごとに卒業の認定方針（ディプロマポリシー）を策定し、公開している。 

卒業においては履修時間表に定められたすべての履修科目の履修を、進級においては

当該年度のすべての履修科目の履修を条件としている。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
掲載： 

https://car.ttc.ac.jp/school/disclosure/setagaya/ 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 専門学校東京工科自動車大学校世田谷校 

設置者名 学校法人小山学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
毎年 6 月末に最新情報を HP 上で公開している。 

https://car.ttc.ac.jp/wp-

content/themes/ttc_car_theme/pdf/setagaya/kihonjoho/st_03_27.pdf 
収支計算書又

は損益計算書 同上 

財産目録 同上 

事業報告書 同上 
監事による監

査報告（書） 同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 自動車整備科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 
82単位 

(2168単位時間) 

42 
（776 

単位 

時間） 

6 
（180 

単位 

時間） 

40 
(1392 

単位 

時間）   

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140人 148人 93人 6人 5人 11人 

（備考）（ ）内の時間数は令和 7年度以前入学者に適用される単位時間を記載し

ている） 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
本校ではクラス担任制を導入しており、学習目標未達成者・欠席者に対する補講や、長期

欠席者への個別指導、保護者への連絡、家庭訪問等を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 69人 

（100％） 

7人 

（10.1％） 

61人 

（88.4％） 

1人 

（1.5％） 

（主な就職、業界等） 
自動車産業界（国産車ディーラー、外国車ディーラー、大型車ディーラー、バス整備等） 

（就職指導内容） 

1 年生の 1,2,3,4 期に就職プログラムを実施。留学生を対象とした就職ガイダンスも行

っている。クラス単位で、履歴書、エントリーシートの確認、面接指導を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国家 2級自動車整備士（ガソリン、ジーゼル）（主な学修成果（資格・検定等）） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  146 人 3人  2.0％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学習意欲喪失 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
中退防止を含む学生指導の窓口は、全てクラス担任が担っている。その上で、経済的困窮

に関しては学務室が奨学金等の斡旋を行うなどの対応を行い、心身の不調や家庭の事情

に関しては、その内容に応じて科長や校長、学務主任等が個別相談を実施している。いず

れの対応も、「学生指導記録データベース」によって情報を共有し、迅速で適切な対応を

心掛けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 1 級自動車エンジニア科  ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

4年 

 

昼 
156単位 

(4350単位時間) 

78 
（1458 

単位 

時間） 

12 
（408 

単位 

時間） 

78 
(2892 

単位 

時間）   

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160人 100人 24人 4人 6人 10人 

（備考）（ ）内の時間数は令和 7年度以前入学者に適用される単位時間を記載し

ている） 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

本校ではクラス担任制を導入しており、学習目標未達成者・欠席者に対する補講や、長期

欠席者への個別指導、保護者への連絡、家庭訪問等を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 24人 

（100％） 

0人 

（0％） 

24人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 
自動車産業界（自動車製造メーカー、自動車部品メーカー、国産車ディーラー、外国車ディ

ーラー） 

（就職指導内容） 

3 年生の 1,2,3,4 期に就職プログラムを実施。留学生を対象とした就職ガイダンスも行

っている。履歴書、エントリーシートの確認、面接指導を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国家 2級自動車整備士（ガソリン、ジーゼル）、国家 1級小型自動車整備士 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  97 人 4人  4.1％ 

（中途退学の主な理由） 

病気療養・進路変更・学習意欲喪失 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

中退防止を含む学生指導の窓口は、全てクラス担任が担っている。その上で、経済的困窮

に関しては学務室が奨学金等の斡旋を行うなどの対応を行い、心身の不調や家庭の事情

に関しては、その内容に応じて科長や校長、学務主任等が個別相談を実施している。いず

れの対応も、「学生指導記録データベース」によって情報を共有し、迅速で適切な対応を

心掛けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 自動車整備科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な

総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 夜 
72単位 

(1784単位時間) 

36 
（612 

単位 

時間） 

6 
（180 

単位 

時間） 

36 
(1172 

単位 

時間）   

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50人 48人 0人 3人 6人 9人 

（備考）（ ）内の時間数は令和 7年度以前入学者に適用される単位時間を記載し

ている） 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
本校ではクラス担任制を導入しており、学習目標未達成者・欠席者に対する補講や、長期

欠席者への個別指導、保護者への連絡、家庭訪問等を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 20人 

（100％） 

1人 

（5％） 

4人 

（20％） 

15人 

（75％） 

（主な就職、業界等） 
自動車産業界（国産車ディーラー、外国車ディーラー、大型車ディーラー、バス整備等） 

（就職指導内容） 

1 年生の 1,2,3,4 期に就職プログラムを実施。留学生を対象とした就職ガイダンスも行

っている。クラス単位で、履歴書、エントリーシートの確認、面接指導を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国家 2級自動車整備士（ガソリン、ジーゼル）（主な学修成果（資格・検定等）） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  46 人 3人  6.5％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・金銭的問題・病気療養 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
中退防止を含む学生指導の窓口は、全てクラス担任が担っている。その上で、経済的困窮

に関しては学務室が奨学金等の斡旋を行うなどの対応を行い、心身の不調や家庭の事情

に関しては、その内容に応じて科長や校長、学務主任等が個別相談を実施。いずれの対応

も、「学生指導記録データベース」によって情報を共有し、迅速で適切な対応を心掛けて

いる。 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「学生納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

自動車整備科 

 

（2 年制） 
290,000円 590,000 円 567,000 円 実験・実習費、施設費、維持費、研修費 

1 級自動車 

エンジニア科 

（4 年制） 
300,000円 590,000 円 567,000 円 実験・実習費、施設費、維持費、研修費 

自動車整備科  

夜間 

（2 年制） 
270,000 円 570,000 円 515,000 円 実験・実習費、施設費、維持費 

修学支援（任意記載事項） 

本校では、学校独自の奨学金・授業料等減免制度として、成績優秀者に対して特待生制度や

後援会企業奨学金制度を設けている。 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己点検評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

前年度評価について学校ＨＰ公開している 

https://car.ttc.ac.jp/wp-

content/themes/ttc_car_theme/pdf/setagaya/kihonjoho/st_01_01.pdf 

第三者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本校が実践的かつ専門的な職業教育を実践するにあたり、学校関係者（卒業生、在校

生保護者、地域、企業・団体等）による学校評価を実施し、学校のステークホルダーに

理解され信頼されるよう努めるとともに、より良い学校つくりのために学校経営の改

善、促進に寄与することを目的に学校関係者評価委員会を設置し、委員長１名副委員

長１名をそれぞれ委員の互選により定め、年２回の委員会を開催し必要な事項につい

て検討し決定している。 

第三者評価の委員 

所属 任期 種別 

自動車製造メーカー 社員 2年（2025.04.01～ 

2027.03.31） 

卒業生 

自動車製造メーカー 社員 2年（2025.04.01～ 

2027.03.31） 

企業 

自動車販会社 社員 2年（2025.04.01～ 

2027.03.31） 

企業 

自動車販会社 社員 2年（2025.04.01～ 

2027.03.31） 

企業 

在校生保護者 2年（2025.04.01～ 

2027.03.31） 

在校生保護者 

協会広報委員 2年（2025.04.01～ 

2027.03.31） 

団体 

町内会 副会長 2年（2025.04.01～ 

2027.03.31） 

地域 



  

第三者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

前年度評価について、学校ＨＰ公開している 

https://car.ttc.ac.jp/school/disclosure/setagaya/ 

（備考） 

第三者評価は未実施であり、５年以内に実施予定であるため、上記表中の第三者評価

に係る各項目は、昨年度実施した学校関係者評価に関する情報を記載している。 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://car.ttc.ac.jp/departments/setagaya/ 
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